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全国学力・学習状況調査、丹波篠山市学力・生活習慣状況調査より  
                                                    丹波篠山市立八上小学校  

 

全国公立の中学校 ３年生及び小学校 ６年生を対象に実施された全国学力 ・学習状況調査 （全国

調査 ） 、 ５ 年生を対象に実施された丹波篠山市学力 ・生活習慣状況調査 （市調査 ）の結果を分析し

まとめました 。  

 テス トの結果だけで学力を測定するこ とはできないこ と も事実ですが 、 こ の結果を授業や学校生活

の工夫改善 、家庭学習の充実につなげていきたいと考えてお り ま す 。 保護者の皆様のご理解ご協力

をよろし くお願いいたし ます 。  

 

（ １ ） 【 算数 】  

６ 年生では 、 「 測定 」 の領域で全国を上回る結果でした 。 一方で 、 「 数 と計算 」 「 図形 」 「 変化と関

係 」の領域においては課題が見られま した 。 特に 、 問題文から注目すべき情報を読み取る こ とや 、 抽

象的な概念を図や表を関連付け て考え る こ と が難 し か っ た よ う で す 。 例 えば 、 「 ５ ／ ３ を表 す目盛 り

が示された数直線上で 、 １ を表す目盛 り を選ぶ 」 と い う 問題に答え られた児童は ３割以下でした 。 ５

年生では 、 全体的に全国平均を下回る結果とな り ま した 。 特に 「図形 」 「データの活用 」 の領域で課

題が見られ 、問題文を表した図を選ぶ問題や平行四辺形をかく問題が難しかったよ うです 。  

今後は 、 読 み取 っ た文章問題の内容を図や式に表 し た り 、 他教科で も 複数の資料や文章か ら大

切な情報を見極めたり する活動をよ り充実させていきます 。 四則計算や作図などの基礎的な知識や

技能の定着に向け 、練習問題の復習 ・反復練習にも引き続き取 り組みます 。  

 

（ ２ ） 【 国語 】  

６ 年生では 、 「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 「 書 く こ と 」 「 読む こ と 」 の領域において 、 全国平均並みの成果

が出て い ま す 。 一方 で 、 「 情 報の扱い方に 関 す る事項 」 の領域 に お い て は課題が見 られ ま し た 。 特

に 、 多 く の情報が含まれ る資料や文章の中から 、 必要な情報を選び出し て読み取 る こ とが難 しか っ

たよ うです 。 ５年生では 、全体的に全国平均を下回る結果とな り ました 。 特に問題文や問いの文を読

み取るこ とや 、 「 修飾語 」 と 「 被修飾語 」の意味や使い方にも課題が見られま し た 。 解答時間の配分

にも課題があ り 、 最後 まで解き切れなか った児童もいたと考え られ ます 。 ま た 、 ５ ・ ６ 年生共通し て見

られる 「書 く こ と 」の課題として 、 細かい条件 （引用の仕方など ）に合 うよ うに書 く こ とがあ り ま す 。  

今後は 、 文章の大切な部分に印をつけた り 、 キ ーワ ー ド を見つけた り しなが ら読むこ と や 、 条件に

応じた書き方や 、 根拠に基づいて記述する力を育てていきます 。 ま た 、 国語に限らず他教科において

も資料を読み解く場面を取り入れ 、教科横断的に力をつけていきたいと考えています 。  

 

子ど も たちの学びの地図であ る学習指導要領 （ １ ０

年に一度改定 ）には 、 「 知識及び技能 」 「 思考力 、判断

力 、 表現力 」 「 学びに向か う 力 、 人間性など 」 の ３ つの

力をバラン ス よ く育む こ とが理念 と し てあげ られ ていま

す 。 激 し く 変わ りゆ く 時代 、 その変化に合わせて学校に

求め られ る 学び も変わ っ て き て い ま す 。 ま た 、 今の子ど

も た ち が大人に な る 頃 、 求 め られ る 人材 も 今 と は ち が

っ た も のに な っ て い る こ と が予想 され ま す 。 こ れ か らの

時代を見据え 、 主体的 ・対話的で深い学び （ ア ク テ ィ ブ ラ ーニ ング ） の視点から 「 何 を学ぶか 」 だ け

ではな く 、 「 どの よ う に学ぶか 」 「 何ができる よ う にな るか 」 とい う こ と を重視 して 、 生 き る力を育むこ

とをめざし てい ます 。 本校では 、 学校教育目標の １つに 「考えを深め合う児童の育成 」 を掲げていま

す 。 どの教科において も 、 基礎基本を充実させる と ともに 、 自分事と し て捉え 、 友だち との関わ り合い

の中で学びを深める こ とに継続して取 り組んでいきます 。 ま た 、 今年度も全校で取 り組んでいる 「学

び合い 」 の中で 、 同学年 ・ 異学年の友だち との関わ り 、 「 個別最適な学び 」 と 「 協働的な学び 」 を往

還させながら 、 児童が自らの学びを調整する力を育成し ま す 。 さ ら に 、 気づき 、 疑問 、 ふ りかえ りを大

切に し 、 基 礎基本の定着に も力を入れ てい き ま す 。 今 後 も ご家庭 と協力 しなが ら子 ど も た ちの学力

向上に取り組んでまい ります 。 ご家庭でも子どもたちの学習のサポー トをよろ し くお願いし ます 。  


